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先天性水腎症とは胎生期より，尿管における尿の通過
障害が存在し，停滞した尿の内圧で腎盂や腎杯が拡張す
る形態的変化を示す病態である［1］．水腎症は原発疾患
というよりは，むしろ閉塞性の尿路障害の結果であり，
腎不全を引き起こすこともあれば，無症状の腎盤拡張に
みえることもある［2］．最近の超音波診断の技術進歩に
伴い，若齢時でも水腎症が発見されることが多くなって
いる．
若齢時に発症する水腎症としては，犬における異所性
尿管が一般的に知られているが，猫における先天性水腎
症は，近位異所性尿管，尿管捻転や異常腎血管による尿
管圧迫に伴い発症した例など報告されているものの，ま
れな疾患である［3-6］．
今回，われわれは猫において腎周囲偽囊胞を伴った先
天性水腎症を診断する機会を得たのでその概要を報告す
る．

症　　　　　例

症例はアメリカンカール，雌の 4カ月齢，体重 1.6kg

である．ワクチン接種を目的に近医を受診したところ元
気食欲などに問題は認められなかったが，腹部膨満を指
摘され，各種検査により水腎症が疑われたため，原因の
精査並びに治療を目的に麻布大学附属動物病院を紹介さ
れ来院した．

検査及び治療

初診時の症例は，身体検査所見において右上腹部の膨
隆が観察され，無痛性の波動感のある腫瘤が触知され
た．その他異常所見は観察されなかった．
初診時の血液検査，尿検査所見ではともに特記する異
常所見は認められなかった．腹部 X線検査では，右横
臥位像で胃の尾側から中腹にかけて，仰臥位像で腹部右
側領域の半分を占拠する腫瘤様陰影が観察された（図
1A）．腹部超音波検査で，プローブを腫瘤の長軸像に
そって観察したところ，内部構造は蜂の巣のように隔壁
に仕切られた多数の囊胞状のエコーフリー所見が認めら
れた（図 1B）．さらにプローブを腫瘤の外側にずらして
いくと，腫瘤の周囲に液体貯留している所見が認められ
た（図 1C）．腫瘤の短軸像では内部はエコーフリー所見
が観察され，カラードプラーをあてたところ，内部の血
流が乏しい所見が認められた．また，この部位における
正常な構造を有する右腎は確認できなかった．左腎，膀
胱を含めたその他の臓器には異常所見は認められなかっ
た．
そこで，静脈性尿路造影を実施したところ，左腎にお
いては造影剤の排泄が認められたが，本来右腎が位置す
べき部位には腫瘤が存在し，わずかに腫瘤内部が造影剤
によって描出されたことから腫瘤は腫大した右腎である
と判断した．そこで，さらなる右腎の形態を明瞭に描出
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見は確認できなかった（図 2）．また，この造影所見か
らは右尿管の形態は把握できなかった．
これまでの検査所見から，右腎周囲の液体貯留は，腎
周囲偽囊胞や，尿の漏出による尿囊や，皮膜下血腫によ
るものが疑われた．また，右腎内部の液体貯留は，水腎
症や，囊胞性疾患によるものが疑われた．ただし，本症
例の各種画像検査所見は，各疾患の典型所見とは一致し
なかったため，病態の精査と治療を目的に試験開腹を行
うこととした．
腹部正中切開により開腹したところ，腫大した右腎が
観察され，波動感を呈していた（図 3）．腫大した右腎
に対しては腎摘出を実施した．右腎を摘出する際に尿
管をたどって何か閉塞原因がないかを確認していったと
ころ，後大静脈の背側を迂回する尿管の走行異常（retro-

するため CT検査を行った．
CT検査所見では造影 40 秒後には左腎の皮質から髄
質にかけて描出できたが，右腎では隔壁様の構造がわず
かに描出され，さらに腎周囲には液体が貯留している像
が観察された．また，造影 300 秒後には左腎から造影
剤の排泄が認められたが，右腎は，わずかに残された腎
実質と思われる部分が造影され，腎盂や尿管への排泄所

C

B

A

図 1　X線検査及び超音波検査所見
A：初診時 X線検査所見
腹部右側領域に腫瘤様陰影が観察される．

B，C：初診時超音波検査所見
腫瘤の内部構造は多数の囊胞状のエコーフ
リー所見（B）．
腫瘤の周囲に液体貯留している所見（C）．

図 2　CT検査所見
造影 300 秒後に，わずかに残された右側の腎実質
と思われる部分が造影された（A）．
左腎は造影剤の排泄が認められたが，右腎からは
腎盂や尿管への排泄所見は確認できなかった（B）．

A

B
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の拡張及び腎実質の菲薄化がみられ葉間に囊胞様間隙を
形成する所見が観察された（図 5A）．光顕的に腎内の囊
胞様構造は尿路上皮に内張りされており，腎盂が高度に
拡張し，腎実質を圧排するように多数入り込んでいる所
見が観察された（図 5B）．腎門部の脂肪組織内に尿管の
断面が点在し，尿管が高度に蛇行していることが確認さ
れた（図 5C）．また，尿管の壁構造に異常はなく，尿管
上皮にも著変は認められなかった．被膜の外側には細胞

caval ureter）が観察されたが（図4），結石や腫瘤などを
含め明らかな尿管閉塞を疑う所見は認められなかった．
腫大した右腎を摘出後に腎周囲と内部の貯留液を採取
し，生化学検査を実施したところ腎内の貯留液は尿成分
に類似していたが，腎周囲の貯留液は漏出液成分に類似
しており，貯留液には交通性がなく，腎周囲偽囊胞を
疑った．
右腎の病理検査所見では肉眼的に割面において，腎盂

図 3　試験開腹所見
腫大した右腎は波動感を呈していた．

図 4　試験開腹所見
後大静脈の背側を迂回する右尿管の走行異常（retro-

caval ureter）が観察された．

B

C

図 5　病理組織学検査所見
摘出した右腎の肉眼所見（A）．腎内の囊胞様構造は尿路上皮に内張りされており，腎盂が高度に
拡張し，腎実質を圧排するように多数入りこんでいる所見が観察された．また被膜の外側には細胞
に内張りされていない腎周囲偽囊胞が観察された（B）．腎門部の脂肪組織内に尿管の断面が点在し，
尿管が高度に蛇行していることが確認された（C）．

拡張した 
腎盂

A
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管移行部狭窄症は，原因の一つとして胎児期の尿管は急
激な伸張に備えて蛇腹状に屈曲し，その胎児性襞の遺残
が尿管の弁様構造あるいは屈曲癒着となり，尿の通過が
障害される［1］．本症例における水腎症の原因は明らか
にできなかったが，摘出した右腎臓の病理組織切片を観
察すると，腎門部の脂肪組織内に尿管の断面が点在して
いる所見が確認され，腎盂に隣接した尿管が高度に蛇行
していたことが，尿の通過障害を引き起こした一つの要
因であると思われた（図 6）．
猫の腎臓は胎生期に陥凹によって，いくつかの腎錐体
に分割されており，発生の段階で腎錐体が癒着して総腎
乳頭を形成する［12］．本症例の水腎症は腎盤に限局せ
ずに葉間に囊胞様間隙が認められたことから，腎の発生
段階で水腎症が発生したものと考えられ，先天性水腎症
と診断した．
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に内張りされていない腎周囲偽囊胞（図 5B）が観察さ
れ，腎周囲偽囊胞を伴う水腎症と診断した．

考　　　　　察

本症例は，右腎の超音波画像検査所見で腎盂の拡張所
見や腎周囲の液体貯留に加え，重度水腎症もしくは囊胞
性腎疾患を疑う所見が観察された．通常水腎症や囊胞性
腎疾患は，超音波検査にて確定することが容易である．
しかし，本症例の画像検査所見は，一般的な水腎症の画
像所見とは異なり，さらに水腎症を引き起こす閉塞原
因を確認することができなかった．また，囊胞性腎疾患
と判断した場合に最も疑われるのは多発性囊胞腎である
が，若齢猫では超音波検査で腎囊胞が確実に描出できる
のは 10 カ月齢以降のことが多く，囊胞は両方の腎臓に
発生しゆっくりと進行するなどの典型的所見とも一致せ
ず，術前の確定診断は困難であると考えられた［7］．
開腹時に発見された retrocaval ureterは水腎症の原

因となる関連性を疑った．猫の retrocaval ureterは後
大静脈の発生に伴う先天性の尿管の走行異常である［8-
10］．本疾患は人医学における下大静脈後尿管に相当し，
静脈系の発生異常によって生じるもので，尿管の発生異
常によるものではない［11］．また，尿管が下大静脈と
椎骨に挟まれることで尿の流れを障害する場合が多く，
その結果水腎・水尿管を引き起こす．人医学における本
疾患は，静脈性尿路造影及び CTなどで内側に逸脱する
尿管の走行を検出することで診断される．しかし，本症
例では右腎から造影剤の排泄が認められず尿管走行を検
出できなかったため，確定診断には試験開腹による目視
下における尿管走行の確認が重要であると考えられた．
尿管の完全閉塞による水腎症であれば尿管拡張を伴うこ
とが予測されるが，本症例の右尿管には拡張所見が観察
されなかったことから，尿路閉塞を引き起こす直接の原
因ではなかったと考えられた．また，猫における retro-

caval ureterは臨床上無症状のことが多く見過ごされて
いる可能性もあるが，水腎症の鑑別診断として重要な疾
患であると考えられた．
人医学における先天性水腎症として代表される腎盂尿

腎盤

腎錐体

陥凹

図 6　発生中の腎臓の模式図
The Embr yology of Domestic Animalsより引用



321

渋谷正光　三品美夏　渡邊俊文

日獣会誌　70　317～321（2017）

Case of Diagnosis of Congenital Hydronephrosis with Perirenal Pseudocyst in a Cat
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252-0206, Japan
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SUMMARY

A 4-month-old female American Curl kitten was evaluated for right renomegaly.  A diagnostic imaging series 
revealed structural abnormalities in the right kidney, indicating severe hydronephrosis or a cystic kidney.  Dur-
ing an explorator y laparotomy, a retrocaval ureter was noted, but no calculi, masses or any other causes of ure-
teral obstruction were found.  A nephrectomy of the enlarged right kidney was per formed.  The histopathologi-
cal diagnosis was right hydronephrosis with perirenal pseudocysts.
─ Key words : cat, congenital hydronephrosis, retrocaval ureter.
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